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幼児期にお けるアジ リテ ィ
ー

ラダーを使用 した遊び に関する 研究

一ス テ ッ プの 成就率 と練習効果
一

○蒲　真理子 （北陸大学），佐野新
一

（北陸 た学｝，宮口和義 （金沢大学） ，鵜沢 典子 （第二 かわ い 幼稚園）

　 1　 は じめに

　　幼児期に顕著な発達が見られ る運動能力には、神

経系の 機能 と関連す る能力 似 下神経系 能力）．すな わ

ち身体 を巧み に 使 う能力で あ る巧 緻性、俊敏に 身 体 を

移動 す る敏捷性、バ ラ ン ス をとり なが ら身体を コ ン ト

ロ
ール する平衡性、目と手 や足 の 協応性などが あ る。

これ らは凡 そ 6歳頃 まで に成人 の ほ ぼ 90％に 達する

こ とは広 く知 られて い る。但 し、こ う した神経系能力

の 発達に は、か らだを動か す遊びの 中に ある多様な運

動パ タ
ー

ン の 体験が必 要で あ り、こ の よ うな体験 を通

じて神経系能力は 自然に発達 してい く。そ こで、筆者

らは ケン パ 遊びに ヒン トを得 て 、「片足ケン ケ ン 1 や

「ケン パ 」 など様 々 なス テ ッ プ操 作 を幼 児 に体験 させ

る こ とが で きる遊具 として ア ジ リテ ィ
ーラ ダー（以下

ラ ダー）に着 目 した。ラダ
ー

は 、神経系 トレ
ー

ニ ン グ

の 中の ア ジ リテ ィ
ー能力を促進 させ る 運 動用 具と して、

青少年や 競技 者の トレ
ーニン グに広 く使用 され てい る。

ラ ダーを幼児の運 動遊びに取 り入 れた報告は未だ 見当

た らな い の で、ラダーを使用 して どの よ うなス テ ッ プ

が 幼児に可能で あ り、練習効果は どの 程度認 め られる

か を検討す るこ とを 目的 と した。
皿　方法

1 ，調査 対象 　　石 川 県金沢市 に あ る私 立幼稚 園 2 園

の 年長児 137 名を対象 と した。

実験群 ：A 園の 64名 （男児 34名．女児 30 名）

統 制群 ： B 園 の 73 名 （男児 50名、女児 23 名〉

両 園の年間指導計画や県育内容は同
一

で あるが、A 園

の 方が幼児教育プロ グラム の 中で 運動遊 びを蓿発 に実

施 してい る。
2 ．ス テ ッ プ の指 導 内容及 び測 定方 法、測 定 日

1．）指導内容

　指導ス テ ッ プは 6 種類 （  ドナル ドス テ ッ プ
＊

  か

に さん ス テ ップ
’

  片足 ケ ン ケン ス テ ッ プ  ス ラ ロ
ー

ム ス テ ッ プ  ケ ン パ ス テ ッ プ
＊

  シ ャ ッ フ ル ス テ ッ

プ） であ る。＊印 の 付 い た ス テ ッ フ峯 は、対象幼稚園

の 園児 と先生が ス テ ッ プ 内容か ら創造して 命名 した。

2 ）　演ll定 日　：第 1回 目irv］定…　2003年　5月 2 日、　19 日

第 2回 目測 定・・．2003年 7 月 11日、14 日

3 ）調査方法 ： 両群に 対 し 6種 目の ス テ ッ プ を 2 回の

測定 とも事前に 園児に説明 し、指導者が 測定前に模範

を示 した。1 回 目の 測定で は 両群 とも園児に 2 〜3 回

練習 させ て か ら測定 し 、2 回 目は説明 だ けで 測定 した。
4 ）成就判定方法 ：．成就 判定は 3段 階 と した。ラダー

のマ ス の 最後まで ス ム
ー

ズ に リズ ミカル に 失敗 しない

でで き る場合を 「完全亅、失敗 しなが らも最後まで 連続

して で きる場合を 「不完全」、ス テ ッ プ が全 くで きない

場合を 「不 可」 として判定 した。得点化す る際 「完全亅

を 3 点、「不完全 J を 2 点、「不可」 を 1点と した。ま

た、「完全亅につ い て は，各 ス テ ッ プ毎 に所用 時 間 も併

せ て 測定 した。
5 ）ス テ ッ プ の 練 習 方法

　 実験群 は、2 ヶ 月 間に 5 回 の
一
斉指導 と自由遊び で

実施 させ た。一
斉指導は 、週 ユ回 の 体 育遊びの 時 間 内

に準備運 動の
一
貫 と して 、先生の 指導の もとに 6 種類

の ス テ ップ を実施 させ た 。また 、自由 遊び時間で は 、

興味の ある園児は何回 で も実施 して い た。ラダー遊び

がで きる環境 と して．ラダーの マ ス をビ ニ
ール テ ープ

で 作 り教室 の 床 に貼 っ てお い た。

3．使用 ラダーに つ い て （写真参照）

　 写真に 示す よ うに、予備調査 を基に ラダ
ー

の サ イズ

は 、マ ス の 縦、横の 幅 を 35cm 、長 さ 420　cm （マ ス の 数

12）に設定 し、特別 に作っ て もらっ た もの を使 用 した。

材料は ビニ
ール の リボ ン テ

ー
プ 3色 （黄色、水 邑、ピ

ン ク色） と、幼児が踏んで も危険の ない 太 さの ビ ニ
ー

ル パ イプを使用 した。

皿　結果 と考察

1．ス テ ッ プ の 成就率に つ い て

　各ス テ ッ プの 成就率 を男女別 に示 したの が表 1で

あ る。こ れ か ら、2 〜3 回 の練習で 50％以 上の 幼児が

で きる 「ドナル ド」 「か に さん」 「ス ラ ロ
ーム 」 を簡単

なス テ ッ プと し、50％未満の 「片足 ケ ン ケ ン 」 「ケ ン パ 亅

「シ ャ ッ フル 」 を難 しい ス テ ップ に大別することが で

きた。こ れ は今後の幼児を対象 としたラ ダース テ ッ プ

の 指導内容を系統だて る上で 大切で ある と思われ る6

2，練習効果に つ い て

　次に、練 習効果 を検討する ために 成就率 の 変化 を得

点 で示 した。得 点が 3．O に 近い程、成就率が 高まっ た
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　　 こ とを表 して い る。実験群で は 「ドナル ド」 （2．83 →

　　 2、98） 「か に さ ん 」 （2．89→ 2．98） 「片足 ケ ン ケ ン 」

　　　（2．77− 2．97）「ス ラ ロ
ー

ム 」 （2．98→3．00） 「ケ ン パ j

　　　（2、72→2，92） 「シ ャ ッ フ ル ］ （1．86→ 2．72） と全ての

　　 ス テ ッ プにおい て成就率が有意に高まっ てい た。一方、

　　 統制群で は．「かに さん」 （2．64→2．92） と 「片足ケン

　　 ケ ン」 （2．03→2．47）の 成就 率 は高い 方に、他 の 4種 目

．　 は低 い 方 に変化 して い た。難 しい ス テ ッ プ （2 〜3 回

　　 の 指導で 50％以上 が習得で きない ス テ ッ プ ）の 成就 率

　　 が低下し た こ とは 練習しない と全 く習得で きない こ と

　　 が 伺える。各ステ ッ プの 練習効果 にっ い て は、全て の

　　 ス テ ッ プ に練習効 果 は認 め られ、特 に 「ケ ンパ 亅 「シ ャ

　　 ッ フル 」 に練習効果が大 きかっ た。こ れ．らか ら、5歳

　　 児にお い て 1度完全に習得 した ス テ ッ プ操作は練習を

　　 重ねる こ とに よっ て、より速 くで きるよ うになるこ と

　　 がわか っ た。　　
』
　　　　　 、

　　 まとめ

　　今回指導 した 「ドナル ドゴ「か に さん 」 「ス ラ ロ ーム 」

　　　「片足 ケ ン ケ ン 1 「ケ ン パ 亅 「シ ャ ッ フル 」．の 6種類 の

　　 ス テ ッ プは 、5 歳児が 習得可能なス テ ッ プで あ っ た。

　　　 ス テ ッ プの 成就率 か ら．2 〜3 回 の 練習で 50％ 以上

　　が できる 「ドナル ド」 「かに さん 亅 「ス ラ n 一ム」 を 5

表1 各ステップの成就串

1囗　 測

歳児には簡 単 なス テ ッ プ とし、50％未満の 「片足 ケ ン

ケ ン j 「ケ ン パ 」 「シ ャ ッ フ ル 」 を 5 歳 児 に は 難 しい ス

テ ッ プに大別する こ とが できた。各ス テ ッ プの 練習効

果 にっ い ては、全て のス テ ッ プに男女児とも練習効果

が認め られ、特に 「ケ ン パ 」 「シ ャ ッ フ ル 」 に練習効果

が 大 きか っ た。2 ヶ月後の 成就 率は 6 種類全て 80〜

100％に上が っ て い た。
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